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Ⅰ 作成にあたって  

～明日からの豊かな実践創造に向けて～ 

  

  2014（平成 26）年 8 月、「子供の貧困対策に関する大綱」が閣議決定されました。大

綱では、「子どもの将来が生まれ育った環境に左右されず、貧困が世代を超えて連鎖するこ

とのないよう、必要な環境整備と教育の機会均等を図る対策が極めて重要」とし、国を挙

げて教育や生活の支援などに取り組むこととしています。 

このような考え方や取組内容は、1950年代に同和教育が始められて以来、長きにわたり

大切にされてきた人権教育の重要なテーマの一つでもあります。同時に、これらの取組を

進めるにあたっては、目の前の子どもの生活実態を把握し、そこから教育課題を明らかに

することが不可欠とされてきました。 

三重県人権教育基本方針には、「人権感覚あふれる学校づくり」を進めるうえで、「子ど

もや家庭・地域社会の実態を的確かつ総合的にとらえ、差別を解消するうえでの課題を明

らかにすること」が忘れてはならない観点の一つとして明記されています。 

貧困の問題をはじめ、子どもを取り巻く状況が厳しさを増している今、子どもの生活実

態をとらえたうえで取組を進めることがあらためて求められているといえます。 

本冊子では、教職員が子どもの「生活課題」を踏まえ、そこを起点に自尊感情の向上や

互いを認め合う仲間づくりにつなげていった取組事例を取り上げ、実践者の学びを具体的

にまとめました。 

 子どもの自己実現を可能にする人権教育を進めていくには、私たち教職員が日々の取組

を振り返り、悩みや葛藤、子どもたちの成長の様子をまとめ、互いに学び合いながら実践

力を高めることが必要です。 

人権問題の解決を自分の課題としてとらえ、課題克服のために状況を変えようとする具

体的な行動に結びつく教育の充実を図るため、人権学習指導資料等と併せて、今後の実践

創造に向けて、本資料をご活用いただければ幸いです。 
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解説 

子どもたちがどんなことに苦しみ、何に悩んでいるかを子どもの姿から明らかにしてい

くことが大事になってきます。子どもたちの抱えている思いが一人ひとり違うように、そ

の背景にあるものもそれぞれ違います。そこに何があるのかをつかむために、学校外での

子どもたちの生活を知る必要もあります。 

 

また、具体的に書き出すためには、一人ひとりの子どもとじっくり対話していくことが

大切です。また、保護者との対話もなくてはならないものです。 

 

まとめた実践について多くの人に意見を求め、協議していくことにより、新たな視点や

見落としていた事実に気づいたり、今悩んでいることが解決したりすることも少なくない

はずです。 
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